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平
戸
市
民
病
院
は
、
開
業
か

ら
十
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ

の
間
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
保
健･

医
療･

福
祉
政
策
の

流
れ
に
沿
っ
て
、
平
戸
市
民
皆

様
の
健
康
づ
く
り(

健
康
の
保
持･

増
進)

の
拠
点
と
し
て
運
営
し

て
参
り
ま
し
た
。
国
の
財
政
危

機
、
高
齢
社
会
の
到
来
、
日
本

経
済
の
減
速
化
と
共
に
、
こ
れ

か
ら
更
に
病
院
運
営
を
取
巻
く

環
境
は
大
き
な
変
化
が
訪
れ
る

事
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
市
民

の
皆
様
と
共
に
考
え
共
に
行
動

し
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
健
康

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
運
営
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

���
　
め
ま
ぐ
る
し
く
医
療
保
険
制

度
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。
疾
病
構
造
の
変
化
へ
の
対

応
、
国
民
経
済
の
変
化
に
対
応

し
た
改
革
で
す
。
わ
が
平
戸
市

民
病
院
も
、
こ
れ
ら
の
改
革
に

即
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
は
、
市
民
の

皆
様
及
び
平
戸
市
議
会
の
理
解

を
得
て
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
向
け
た

準
備
期
間
と
い
た
し
ま
す
。�

��

　
平
戸
市
は
、
高
齢
化
率
（
六

十
五
才
以
上
の
方
が
全
人
口
に

占
め
る
割
合
）
が
三
〇
％
に
達

し
て
い
ま
す
。
子
供
さ
ん
の
生

ま
れ
る
数
の
減
少
、
若
者
の
職

場
が
少
な
い
た
め
平
戸
市
外
に

流
出
等
の
要
因
で
、
高
齢
者
を

支
え
る
青
壮
年
層
が
少
な
い
社

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
供
さ

ん
が
生
ま
れ
育
て
や
す
い
環
境

整
備
、
若
者
の
職
場
を
作
る
努

力
も
必
要
で
す
が
、
青
壮
年
層

の
方
々
に
介
護
を
受
け
な
く
て

も
生
活
が
で
き
れ
ば
、
老
後
の

心
配
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

　
平
戸
市
民
病
院
は
、
紐
差
病

院
時
代
の
昭
和
六
十
年
か
ら
元

気
老
人
の
創
出
を
合
言
葉
に
、

健
康
づ
く
り(
健
診
受
診
、
生

活
習
慣
の
是
正
、
病
気
を
未
然

に
防
ぐ
、
病
気
が
重
症
化
し
な

い
よ
う
定
期
通
院
を
心
が
け
る)

を
市
民
の
皆
様
に
呼
び
か
け
て

参
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
二
十

年
経
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、

私
達
平
戸
市
民
の
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
、
長
崎
県
内
で
も

低
い
位
置
に
あ
り
ま
す
し
、
何

よ
り
も
健
診
受
診
を
心
が
け
ら

れ
る
方
々
は
、
介
護
保
険
を
使

っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
も
介
護
度(

重

症
度)

が
低
く
、
平
戸
市
の
介

護
保
険
財
政
の
安
定
、
長
崎
県

内
の
方
々
と
比
べ
、
一
人
当
た

り
の
介
護
保
険
料
が
低
く
設
定

で
き
て
い
ま
す
。
元
気
で
、
青

壮
年
層
へ
介
護
負
担
を
か
け
る

方
が
少
な
い
高
齢
者
が
多
い
地

域
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

平
成
二
十
年
か
ら
国
の
保
健
政

策
が
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
骨

子
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
が
盛

平
成
十
九
年
度
の�

　
幕
開
け
に
あ
た
っ
て�

本
年
度
は�

　
病
院
改
革
の
年�

「
元
気
老
人
創
出
」
の�

　
　
　
取
組
み
を�
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本年4月から平戸市民病院に�
整形外科の常勤医師が赴任します�

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

市
民
の
皆
様
の
取
組
み
の
成
果

で
す
。�

���

　
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
池
田

柊
一
先
生
、
賀
來
俊
先
生
を
迎

え
入
れ
、
飛
躍
的
な
内
科
診
療

の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
年
に
は
さ
ら
に
強
固
な
支
援

（
長
崎
大
学
へ
き
地
病
院
再
生

支
援･

教
育
機
構
）
が
あ
り
、

北
松
浦
半
島
の
中
で
は
充
実
し

た
診
療
体
制
が
で
き
て
お
り
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
高
齢
社
会
で

は
特
に
求
め
ら
れ
る
診
療
科
の

一
つ
に
、
整
形
外
科
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
医
師
の
育
成
を
図
る

新
臨
床
研
修
医
制
度
が
発
足
し

て
、
全
国
各
地
で
急
激
な
医
師

不
足
事
態
が
生
じ
、
こ
の
あ
お

り
を
受
け
、
平
成
十
七
年
四
月

か
ら
整
形
外
科
の
窓
口
を
閉
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
な

り
、
市
民
の
皆
様
に
は
残
念
な

思
い
を
さ
せ
ま
し
た
。
関
係
各

方
面
に
呼
び
か
け
て
参
り
ま
し

た
結
果
、
こ
の
四
月
か
ら
は
整

形
外
科
医
師
を
お
迎
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。�

���
　
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま

し
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ(

超
伝
導
核
磁
気

共
鳴
診
断
装
置)
を
設
置
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
脳
病

変
診
断･

整
形
外
科
診
断
を
は

じ
め
と
す
る
諸
臓
器
の
診
断
が
、

よ
り
正
確
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。�

　
本
年
度
も
、
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
市
民
の
皆
様
方
の
健

康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
運
営

に
努
め
る
所
存
で
す
。�

　平成17年4月から整形外科の常勤医師が不在で、市民の皆様には、

大変ご不便をおかけしましたが、本年4月から平戸市民病院に待望の

整形外科の常勤医師が赴任することになりました。先生の詳しいご紹

介は、「病院広報」の4月号でお伝えします。市民病院では、今後と

も市民の皆様が安心して診療サービスが受けられるよう、診療体制の

整備に努めて参ります。�

本年4月から平戸市民病院に�
整形外科の常勤医師が赴任します�
本年4月から平戸市民病院に�
整形外科の常勤医師が赴任します�

診
療
陣
の
充
実
を�

診
療
機
器
の�

　
整
備
充
実
を�

（３）　市民病院広報�



��������

　
「
高
齢
に
な
っ
て
も
、
最
後
は
慣
れ
親
し

ん
だ
自
宅
で
食
事
を
と
り
、
家
族
と
過
ご
し

た
い
・
・
・
」
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
八

〇
％
以
上
の
人
が
そ
う
望
ん
で
い
る
と
い
う

結
果
が
で
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
的
に

は
、
介
護
を
し
て
く
れ
る
家
族
が
い
な
い
。

家
族
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
等
、
介
護
を

担
う
こ
と
に
な
る
家
族
の
存
在
が
大
き
い
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
家

族
を
支
え
る
の
も
、
在
宅
医
療
に
関
わ
る
ス

タ
ッ
フ
の
役
割
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
今
月
号

で
は
、
こ
う
し
た
在
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者

へ
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て

み
ま
し
た
。�

��

　
市
民
病
院
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
二

名
が
常
駐
し
、
在
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者
や

ご
家
族
の
希
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
）
を
作
成
、

各
医
療
機
関
や
保
健
福
祉
施
設
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
・
介
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
投
入
し
た
り
、
入
浴
困
難

で
あ
れ
ば
、
訪
問
入
浴
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

手
配
す
る
等
、
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保

険
制
度
の
説
明
や
申
請
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
方
法
、
ま
た
、
施
設
入
所
の
手
続
き
や

利
用
料
金
、
施
設
の
紹
介
等
も
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
介
護
保
険
を
利
用
し
て
の
住

宅
改
修
や
車
椅
子
・
歩
行
器
等
の
購
入
に
つ

い
て
も
ご
相
談
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
介
護
保
険
制
度
や
ご
自
宅
で
の
介
護
に

つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

������������������

　
草
積
町
の
林
チ
ノ
さ
ん
は
、
明
治
四
十
二

年
生
ま
れ
で
、
今
月
九
十
八
歳
に
な
り
ま
す

が
、
今
も
元
気
に
家
族
の
も
と
で
生
活
し
て

い
ま
す
。
若
干
足
が
不
自
由
な
も
の
の
い
た

　�

家
族
の
も
と
で
暮
ら
し
た
い
　�

　
　
　 
で
も
通
院
で
き
な
い�

　
こ
ん
な
と
き
は�

　
　
　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て�

��

居
宅
介
護
支
援
事
業
所�

訪
問
診
療
・
看
護�
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っ
て
元
気
で
す
。
林
さ
ん
は
、
現
在
介
護
保

険
を
利
用
し
て
、
月
一
回
の
訪
問
診
療･

訪

問
看
護
・
訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
先
月
自
宅
を
訪
ね
る
と
、
ベ

ッ
ド
か
ら
起
き
て
ス
タ
ッ
フ
を
元
気
に
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
医
師
に
よ
る
訪
問
診
察
と
血

液
検
査
で
す
。
診
察
を
終
え
た
医
師
が
「
林

さ
ん
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
い
う
と
、
林
さ
ん

は
「
あ
り
が
た
な
こ
と
で
す
。
病
院
に
行
け

ず
、
先
生
や
看
護
師
さ
ん
が
来
る
の
を
い
つ

も
楽
し
み
に
し
と
り
ま
す
」
と
感
激
の
様
子

で
し
た
。�

　
市
民
病
院
で
は
、
通
院
が
困
難
な
在
宅
療

養
者
へ
の
支
援
の
た
め
、
地
域
看
護
室
を
設

置
し
、
専
任
の
看
護
師
一
名
を
配
置
、
毎
週

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
外
来
看
護
師
と

の
協
働
に
よ
り
訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
訪
問
看
護
を
利
用
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

は
、
旧
平
戸
市
内
の
中
南
部
地
区
を
中
心
に

約
六
十
名
。
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
は
、
外

来
受
診
時
や
退
院
さ
れ
る
時
に
、
本
人
や
ご

家
族
か
ら
希
望
が
あ
り
、
主
治
医
や
看
護
師

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い

る
方
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専

門
員
）
と
連
携
を
と
り
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
の

調
整
等
を
行
い
な
が
ら
、
利
用
さ
れ
る
高
齢

者
や
ご
家
族
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。�

�

　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ�

�

　
志
々
伎
町
の
浦
田
ト
シ
エ
さ
ん（
八
十
五
歳
）

は
、
毎
週
一
回
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
他
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
訪
問
診

療
・
看
護
も
受
け
て
い
ま
す
。
自
宅
を
訪
ね

る
と
、
玄
関
は
ス
ロ
ー
プ
に
な
っ
て
お
り
、�

　�

�����������

車
イ
ス
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。
ご
家
族

が
ト
シ
エ
さ
ん
の
た
め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

考
え
、
住
宅
改
修
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
、
理
学
療
法
士
と
実
習
生
も
訪
問
し
ま
し

た
。
浦
田
さ
ん
は
、
左
片
マ
ヒ
で
機
能
維
持

回
復
の
た
め
、
毎
週
一
回
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
手
足
の
機
能
が
マ
ヒ

し
て
い
る
た
め
、
家
族
の
負
担
が
大
き
く
、

何
と
か
手
足
の
機
能
を
維
持
し
た
い
と
、
自

宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

日
は
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の
立
ち
上
が
り
や

歩
行
器
を
使
っ
た
歩
行
訓
練
等
を
行
い
ま
し

た
が
、
訓
練
の
後
、
浦
田
さ
ん
は
「
リ
ハ
ビ

リ
の
先
生
が
毎
週
来
て
く
れ
る
の
で
、
助
か

っ
て
い
ま
す
。」
と
表
情
は
す
っ
か
り
明
る
く

な
り
、
こ
の
日
は
記
念
撮
影
も
行
い
ま
し
た
。�

　
市
民
病
院
で
は
、
通
院
が
困
難
な
在
宅
療

養
者
へ
の
支
援
の
た
め
、
理
学
療
法
士
が
積

極
的
に
地
域
に
出
か
け
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の

他
、
転
倒
予
防
の
た
め
の
手
摺
り
の
設
置
や

段
差
解
消
、
ま
た
、
高
齢
社
会
を
想
定
し
た

住
環
境
の
整
備
等
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

す�
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症例検討会の様子です�症例検討会の様子です�

　毎週火曜日、多種多様な症例について検討会が行われています。レントゲン写真の�

読影、検査データの検討等、それぞれの立場から意見を出し合い、的確な診断、最善�

の治療を目指して行われています。�

皆様のご意見ご要望をお寄せください�
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－三輪神社－�－三輪神社－�

病院代の納め忘れは�
　　　　　　ありませんか�

三輪神社� 沖の島�素盞鳴神社�

　明けましておめでとうございます。新年いかがお過ごしでしょうか。�

インフルエンザが流行しないと思えば、昨年末はノロウィルスが大流行し

大変だったと思いますが、まだ完全には治まってはいないようです。手洗

い等十分に気をつけてお過ごしください。今年は暖冬のようですが、まだ

まだ寒い日が続きますので、カゼを引かない様に気をつけてください。�

　糖尿病教室が定期的に行われていますので、気軽にご参加ください。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西　村�

○休日も窓口は開いています�

　平戸市民病院では、土曜、祝祭日も窓口職員が業務を行っています�

ので、日頃忙しくて病院に出かけることができないという方は、休日�

に窓口で納付しましょう。�

病院代の納め忘れは�
　　　　　　ありませんか�

　
紐
差
村
郷
土
誌
に
よ
る
と
、
一
三
五

七
年(

延
文
二
年)

都
を
始
め
各
地
で
戦

乱
が
あ
り
、
や
む
を
得
ず
大
和
国
三
輪

郷
官
幣
大
社
三
輪
大
明
神
の
神
主
で
あ

る
飛
騨
正
は
、
ご
神
体
を
守
り
な
が
ら

家
来
に
佐
々
木
時
部
と
船
頭
に
は
末
永

角
内
の
二
人
を
つ
れ
て
、
船
で
九
州
に

向
か
う
。
同
年
の
九
月
十
九
日
、
肥
前

国
下
松
浦
郡
平
戸
木
ヶ
津
浦
へ
着
船
す

る
。
こ
の
地
の
沖
の
島
は
、
清
い
島
と

い
う
こ
と
で
、
仮
宮
を
建
て
御
神
体
を

安
置
し
、
里
芋
、
木
引
か
ぶ
な
ど
を
備

え
て
神
勤
め
を
す
る
。
村
の
長
と
も
話

し
、
こ
こ
に
は
、
神
職
も
い
な
い
よ
う

な
の
で
、
柿
の
坂
と
い
う
所
に
屋
敷
を

構
え
、
家
来
は
、
榎
ノ
本
と
い
う
と
こ

ろ
に
屋
敷
を
な
し
て
過
ご
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
飛
騨
正
は
紐
差
へ
住
居
を
移

し
て
三
輪
氏
と
名
乗
る
。
一
三
七
四
年

(

応
安
七
年)

三
月
、
二
代
目
三
輪
右
近

藤
原
家
貞
は
、
村
の
長
と
計
画
し
て
、

紐
差
の
浦
の
辺
に
別
に
宮
を
建
て
て
、

素
盞
鳴
神
社
と
し
て
崇
め
祭
る
。
そ
の

後
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
の
地
の
鎮
守

と
し
て
見
守
っ
て
い
る
。
木
ヶ
津
の
上

手
に
柿
の
坂
と
い
う
と
こ
ろ
あ
り
、
初

め
こ
こ
に
仮
宮
を
建
て
後
に
沖
の
島
に

移
さ
れ
た
。
ま
た
、
柿
の
坂
に
は
船
を

つ
な
い
だ
船
綱
石
も
現
存
す
る
と
の
こ

と
。�
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